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衆

議
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衆
議
院
議
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松
野
信
夫
君
提
出
日
本
放
送
協
会
の
受
信
料
未
納
問
題
等
に
関
す
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質
問
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対
し
、
別
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を
送
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す
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号



衆
議
院
議
員
松
野
信
夫
君
提
出
日
本
放
送
協
会
の
受
信
料
未
納
問
題
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

日
本
放
送
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
は
、
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業
年
度
の
業
務
報
告
書
を
作
成
し
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
同
業
務
報
告
書
の
中
に
当
該
年
度
の
受
信
料
の
収
納
率
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
大
臣
は
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
業
務
報
告
書
に
意
見
を
付
し
、
内
閣
を
経
て
国
会
に
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
受

信
料
収
入
の
予
算
額
を
含
む
協
会
の
毎
事
業
年
度
の
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
（
以
下
「
収
支
予
算
等
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
も
、
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
は
こ
れ
を
検
討
し
て
意
見
を
付
し
、
内
閣
を

経
て
国
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
各
年
度
の
受
信
料
の
収
納
率
は
、
平
成
六
年
度
が
九
十
六
・
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
七
年
度
が
九
十
六
・
九
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
八
年
度
が
九
十
六
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
九
年
度
が
九
十
六
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
年
度

が
九
十
六
・
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
一
年
度
が
九
十
六
・
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
二
年
度
が
九
十
六
・
四
七
パ
ー

セ
ン
ト
、
平
成
十
三
年
度
が
九
十
六
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
四
年
度
が
九
十
六
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
十
五
年

一



度
が
九
十
六
・
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
テ
レ
ビ
受
像
及
び
有
線
型
の
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
は
・
・
・
受

信
契
約
を
締
結
し
て
受
信
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
」
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
協
会
の
放
送
を
受
信
す
る
こ

と
の
で
き
る
受
信
設
備
で
あ
れ
ば
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
日
本
放
送
協
会
放
送
受
信
規
約
第
二
条
等
の
規
定
に
従
っ

て
、
協
会
と
放
送
受
信
契
約
を
締
結
し
て
放
送
受
信
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
御
指
摘
の
「
携
帯
電

話
等
を
利
用
す
る
者
」
が
、
「
自
宅
に
は
テ
レ
ビ
を
所
有
し
て
い
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
受
信
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
」

に
つ
い
て
は
、
協
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
い
、
改
め
て
放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
求
め
な
い
と
の

取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
契
約
を
締
結
す
べ
き
者
の
特
定
等
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
視
聴
実
態
は
多
種
多
様
で
あ
り
一
概
に
申
し
上
げ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
実
態
に
応
じ
て
協
会
の
集
金
取
扱
者
等
に
お
い
て
適
切
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
テ
レ
ビ
受
像
が
可
能
な
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
及
び
有
線
型
の
テ
レ
ビ
放
送
で
の
利
用
者
」
の
数

及
び
「
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
う
べ
き
受
信
料
額
及
び
実
際
の
納
入
率
」
に
つ
い
て
は
、
協
会
に
お
い
て
は
集
計
し
て
お
ら
ず
、

二



改
め
て
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、
協
会
に
お
い
て
、
放
送
受
信
契
約
者
の
視
聴
方
法
に
つ
い
て
調
査
し
、
集
計
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
詳
細
か
つ
膨
大
な
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一
般
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
協
会
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
全
く
視
聴
で
き
な
い
よ
う
な
受
信
設
備
を
設
置
し
た
者
に

は
、
放
送
受
信
契
約
を
締
結
す
る
義
務
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
協
会
は
、
法
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が
あ
ま
ね
く
全
国
に
お
い
て
受
信
で
き
る

よ
う
に
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
受
信
状
況
の
改
善
等
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
の
収
支
予

算
等
及
び
業
務
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総

務
大
臣
は
こ
れ
を
検
討
し
て
意
見
を
付
し
、
内
閣
を
経
て
国
会
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
業

務
報
告
書
に
つ
い
て
も
、
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
は
意
見
を
付
し
、
内
閣
を
経
て
国
会
に
報

告
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


